
慶應義塾大学出版会NEWS
2019年

9月号

Keio University Press

9 月の新刊ラインナップ　詳細は同封の新刊案内／別刷り注文書をご覧ください。今月のみ受注の書目です。

経 済 「笑い」の解剖　経済学者が解く50の疑問　中島隆信 著 本体予価 1,800円

国際政治 1989 上・下　ベルリンの壁崩壊後のヨーロッパをめぐる闘争
メアリー・エリス・サロッティ 著／奥田博子 訳

本体予価各 2,500円

哲 学 カント 未成熟な人間のための思想　感性と理性をつなぐ想像力（仮）　永守伸年 著 本体予価 4,500円

金 融 エッセンシャル金融ジェロントロジー　駒村康平 編
　

高齢者の暮らし・健康・お金を考える　
本体予価 3,000円

民法 新標準講義 民法債権総論 第 3版　池田真朗 著 本体予価 2,500円

民法 家族法改正を読む　改正法から学ぶ親族法・相続法　松尾弘 著 本体予価 1,800円

国際政治 日本の東南アジア援助政策　日本型ODAの誕生　大海渡桂子 著 本体予価 5,000円

10 月イチ押し新刊 　受注期間 2か月の “注目の書目 ”です！

テレビ 5人目の旅人たち　「水曜どうでしょう」と藩士コミュニティの研究（仮）　広田すみれ 著 本体予価 1,600円

思 想 井筒俊彦ざんまい（仮）　若松英輔 編 本体予価 2,400円

経 済 コラプション　汚職・腐敗をなくすために何をすべきか（仮）　
レイ・フィスマン、ミリアム・A・ゴールデン 著／山形浩生・守岡桜 訳／溝口哲郎 解説

本体予価 2,700円
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ISBNは 978-4-7664を省略しています。
　　↓

【番線印】 話題書のご注文は今すぐFAXで！
　　03ー3451ー3122

出荷条件：返品条件付注文品

※弊社HPでは書店様専用ページ（http://www.keio-up.co.jp/shoten/）を設けております。 
また Twitter（＠KEIOUP）、Facebook（facebook.com/keioup）では、最新刊のご案内に加え、フェアやイベントの情
報も掲載しておりますので、ぜひご覧ください！

話題の本

◎話題の本
ご注文部数 POP 書  名 著／編者 ISBN 判型 /頁数 本体価格 刊行年月

要・不要 逸脱の文化史―近代の〈女らしさ〉と〈男らしさ〉 小倉孝誠 2592-5 四六判上／ 244 2,400 2019年 4月

監視カメラと閉鎖する共同体―敵対性と排除の社会学   朝田佳尚 2586-4 A5判上／ 208 4,000 2019年 2月

百鬼園 戰前・戰中日記　上 内田百閒 2603-8 四六判上／402 4,500 2019年 5月

百鬼園 戰前・戰中日記　下 内田百閒 2604-5 四六判上／ 384 4,500 2019年 5月

書評
文芸書ご担当者さま　ご注目ください！
『百鬼園 戰前・戰中日記   上・下』
（2019年 5月刊） ISBN：上巻 978-4-7664-2603-8　下巻 978-4-7664-2604-5本体各 4,500円

▶『朝日新聞』2019年 7月 6日「読書面」（29面）に書評が掲載されました。
評者は横尾忠則氏（美術家）です。
▶『東京新聞』2019年 7月14日読書欄「読む人」（9面）に書評が掲載さ
れました。評者は武藤康史氏（評論家）です。
▶『中央公論』2019年 8月号「ブッククリップ」（p.213）で、本書が紹介
されました。

人文書ご担当者さま　ご注目ください！
『逸脱の文化史̶近代の〈女らしさ〉と〈男らしさ〉』
（2019年 4月刊） ISBN：978-4-7664-2592-5　本体 2,400円
▶『日本経済新聞』2019年 6月1日「読書面」に書評が掲載されました。
▶『大分合同新聞』『信濃毎日新聞』『北日本新聞』『新潟日報』『岩手日報』『徳島
新聞』『琉球新報』『下野新聞』『愛媛新聞』『中国新聞』『河北新報』『福島民報』
　『長崎新聞』『神奈川新聞』『山陰中央新報』『岐阜新聞』『山形新聞』の 17紙
に書評が掲載されました。評者は椎野信雄氏（文教大教授）です。
▶『図書新聞』第 3408号（2019年 7月 20日号）「2019年上半期読書アンケート」
（3面）に掲載されました。評者は塚原史氏（フランス文学・思想）です。

書評

人文書ご担当者さま　ご注目ください！
『監視カメラと閉鎖する共同体̶敵対性と排除の社会学』
（2019年 2月刊） ISBN：978-4-7664-2586-4　本体 4,000円
▶『中央公論』第 3404号（2019年 6月 22日号）に書評が掲載されました。評
者は武内佳代氏（近代日本文学研究者）です。
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